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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ヘルメットを被った頭部に吸入した外気を送風
することにより頭部を十分涼しくし、かつヘルメット外
面に安定して固定出来る携帯型送風装置を提供する。
【解決手段】送風装置は、駆動用モーター６、駆動用モ
ーターの駆動軸に装着された送風ファン７、電力を供給
する電源部８、及び供給される電力をＯＮ／ＯＦＦさせ
るＳＷ９を筐体２－１上に保持し、電源部を外側に送風
ファンを内側に位置させて、その間に吸入口４を設けた
送風駆動部２と、吸入口から吸入された外気を送風ファ
ンを経由して外部の所定の方向に送風する送風口５を末
端に設けた送風路３と、から構成される。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　外気を吸入する吸入口を有する送風駆動部と外部の所定の方向に前記吸入口から吸入し
た外気を送風する送風路を結合し、かつ前記送風駆動部と前記送風路の末端に有する送風
口との間に所定の隙間を設けた携帯型送風装置において、
　駆動用モーターと前記駆動用モーターの駆動軸に装着された送風ファンと前記駆動用モ
ーターに電力を供給する電源部と前記電源部から前記駆動用モーターに供給される電力を
ＯＮ／ＯＦＦさせるＳＷを筐体上に保持しかつ前記電源部を外側に前記送風ファンを内側
に位置させてその間に吸入口を設けた前記送風駆動部と、
前記送風駆動部の前記吸入口から吸入された前記外気を前記送風駆動部の前記送風ファ
ンを経由して入力し前記外部の所定の方向に出力して送風する前記送風口を末端に設けた
前記送風路と、
から構成し、
前記送風駆動部の前記ＳＷをＯＮにして前記電源部から前記駆動用モーターに電力を供
給すると前記駆動用モーターの駆動軸に装着された前記送風ファンが回転して前記吸入口
から前記外気が吸入され、この吸入された前記外気は前記送風ファンを経由して前記送風
駆動部から前記送風路へ送られ、この前記送風路に送られた前記外気は前記送風路を経由
して前記送風路の前記送風口から前記外部の所定の方向に送風されることを特徴とする前
記携帯型送風装置。
【請求項２】
　前記送風路の入口は一つとし前記送風口は複数に分割し、かつ前記送風路の入口の面積
より前記複数の送風口の面積の合計の方が小なることを特徴とする請求項１に記載された
前記携帯型送風装置。
【請求項３】
　ヘルメットの外側に前記送風駆動部、内側に前記送風路が位置するよう前記ヘルメット
の端部を前記送風駆動部と前記送風路との前記隙間に挿入したのち前記ヘルメットの外面
と前記送風駆動部の裏面をベルト、テープ等で密着させて固定するベルト保持部を前記送
風駆動部の両側に付加したことを特徴とする請求項１に記載された前記携帯型送風装置。
【請求項４】
　前記電源部にリチウムイオン電池を用いたことを特徴とする請求項１に記載された前記
携帯型送風装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は携帯型送風装置に関し、例えばヘルメット、帽子、衣服等に装着することによ
りヘルメットや帽子内の空気を循環させ、または熱気を排出し、頭部を涼しくするのに使
用する携帯型送風装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図６は、特許文献１に提示されている、従来の携帯型送風装置の構成を説明するための
断面図である。
【０００３】
　この従来の携帯型送風装置１００は、図６に示すように、筐体１０１と、送風用カバー
１０２と、駆動用モーター１０３と、ファン１０４と、から構成されている。
【０００４】
　この携帯型送風装置１００において、筐体１０１は円筒形状で、外縁に送風用カバー１
０２を固着させ、内側に駆動用モーター１０３を内蔵し、駆動用モーター１０３の駆動軸
にはファン１０４を固定させている。
【０００５】
　この送風用カバー１０２は筐体１０１の外縁に空気が漏れないよう固着させる。そして
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一端を開放して送風口１０６とする。また底辺の中央部分は出来るだけ駆動用モーター１
０３に近接させてこの中央部分では空気が移動せず周辺部分の空間でのみ空気を移動させ
ることにより、送風口１０６から一方向のみに送風可能とする。
【０００６】
　この携帯型送風装置１００において、駆動用モーター１０３に電力を供給すると駆動用
モーター１０３の駆動軸に固定されているファン１０４が回転して吸入口１０５から矢印
ａ方向に外気が吸入されファン１０４の回転により矢印b方向に送られる。そして送風用
カバー１０２の送風口１０６から、吸入口１０５より吸入された外気が矢印ａ、矢印bを
経て矢印cの方向に涼風として送出される。この涼風を、例えば頭部に被ったヘルメット
１０７の隙間に送れば頭部を涼しくすることが出来る。
【０００７】
　この携帯型送風装置１００をヘルメット１０７の外側端部に図示していない電源ととも
にベルトで保持して固定したのち、ヘルメット１０７を使用者の頭に被せて使用する。
【０００８】
　この従来の携帯型送風装置１００は、ヘルメット１０７の外側から外気を吸入してヘル
メット１０７と頭部との境界の隙間に送風するため、送風される外気が頭部の周辺に拡散
しやすく、頭部の内部にまでは十分に外気が届かず、頭部を十分に涼しくすることが出来
ないという問題点があった。
【０００９】
また、ヘルメット１０７の外側端部にベルトで保持するような形で携帯型送風装置１０
０を固定するため不安定であり、このため携帯型送風装置１００の送風用カバー１０２の
一部が頭部に当たったり送風口１０６がずれたりして不安定となり、良好な使用状態を保
つことが困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平２０１７－８９０６０号公報
【特許文献２】実登３１３３２１４号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１１】
　前述のような従来の携帯型送風装置においては、ヘルメットを被ったヘルメット周辺の
頭部の一部にしか外気を送風することが出来ないので、頭部の内部を十分に涼しくするこ
とは困難であった。
また、ヘルメットに従来の携帯型送風装置を動かないよう安定に固定することは困難な
ので、動作の激しい業務等に使用することは出来ないという問題点があった。
【００１２】
　そこで、本考案は前述の実情に鑑みて提案されるものであって、ヘルメットを被った頭
部の内部に吸入した外気のほとんどを送風することにより、頭部を十分涼しくするととも
に、ヘルメット外面に安定して固定出来る携帯型送風装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
本考案による第１の考案は、外気を吸入する吸入口４を有する送風駆動部２と外部の所
定の方向に吸入口４から吸入した外気を送風する送風路３を結合しかつ送風駆動部２と送
風路３の末端に有する送風口５との間に所定の隙間を設けた携帯型送風装置１において、
駆動用モーター６と駆動用モーター６の駆動軸に装着された送風ファン７と駆動用モータ
ー６に電力を供給する電源部８と電源部８から駆動用モーター６に供給される電力をＯＮ
／ＯＦＦさせるＳＷ９を筐体２－１上に保持しかつ電源部８を外側に送風ファン７を内側
に位置させてその間に吸入口４を設けた送風駆動部２と、送風駆動部２の吸入口４から吸
入された外気を送風駆動部２の送風ファン７を経由して入力し外部の所定の方向に出力し
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て送風する送風口５を末端に設けた送風路３と、から構成し、送風駆動部２のＳＷ９をＯ
Ｎにして電源部８から駆動用モーター６に電力を供給すると駆動用モーター６の駆動軸に
装着された送風ファン７が回転して吸入口４から外気が吸入され、この吸入された外気は
送風ファン７を経由して送風駆動部２から送風路３へ送られ、この送風路３に送られた外
気は送風路３を経由して送風路３の送風口５から外部の所定の方向に送風されることを特
徴とする携帯型送風装置１を提供するものである。
　本考案による第２の考案は、送風路３の入口は一つとし送風口５は複数に分割し、かつ
送風路３の入口の面積より複数の送風口５の面積の合計の方が小なることを特徴とする第
１の考案に記載された携帯型送風装置１を提供するものである。
本考案による第３の考案は、ヘルメットの外側に送風駆動部２、内側に送風路３が位置
するようヘルメットの端部を送風駆動部２と送風路３との隙間に挿入したのちヘルメット
の外面と送風駆動部２の裏面をベルト、テープ等で密着させて固定するベルト保持部１０
を送風駆動部２の両側に付加したことを特徴とする第１の考案に記載された携帯型送風装
置１を提供するものである。
本考案による第４の考案は、電源部３にリチウムイオン電池を用いたことを特徴とする
第１の考案に記載された携帯型送風装置１を提供するものである。
【考案の効果】
【００１４】
本考案の携帯型送風装置１において、送風駆動部２のＳＷ９をＯＮにすると、電源部８
から駆動用モーター６に電力が供給され駆動用モーター６の駆動軸に装着された送風ファ
ン７が回転して吸入口４から外気が吸入され、この吸入された外気は送風ファン７を経由
して送風駆動部２から送風路３へ送られ、この送風路３に送られた外気は送風路３を経由
して送風路３の末端に設定されている送風口５から所定方向に送風されるから、この携帯
型送風装置１を携帯して送風口５付近の所定の方向を自由に選択して送風個所を涼しくす
ることが出来る。
さらに、ヘルメットの外側に携帯型送風装置１の送風駆動部２、内側に送風路３が位置
するよう送風駆動部２と送風路３の隙間ｔ３にヘルメットの端部を挿入し、ヘルメットの
外面に送風駆動部２をベルト、テープ等で固定したのち、送風駆動部２のＳＷ９をＯＮに
すればヘルメットの外側から外気を吸入してヘルメットの内部にこの吸入した外気を送風
することが出来るから、この携帯型送風装置１を装着したヘルメットを頭部に被れば、ヘ
ルメットの外側から吸入した外気は全て頭部の内側に送風されるので頭部を十分涼しくす
ることが出来る。
またヘルメットの外面に携帯型送風装置１の送風駆動部２をベルト、テープ等で動かな
いよう安定に密着させて固定することが出来るので動作の激しい業務においても安心して
用いることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案の実施例を説明するための図であり、図１（１）は携帯型送風装置１の側
面図を示し、図１（２）は携帯型送風装置１の送風路３の正面を示す図である。
【図２】本考案の実施例を説明するための図であり、携帯型送風装置１の側面の断面を示
す図である。
【図３】本考案の実施例を説明するための図であり、ヘルメットに携帯型送風装置１を装
着し頭部に被せた側面を示す図でありヘルメットと頭部は断面での一部を示す図である。
【図４】ヘルメットの外帽１２に携帯型送風装置１をベルト１４で装着した本考案の実施
例を説明するための概要図である。
【図５】本発明の実施例を説明するための図であり、携帯型送風装置1の近傍より外気を
吸入し所定の方向に吸入した外気を送風する動作を示すための斜視図である。
【図６】従来例を説明するための図であり、従来例としての携帯型送風装置１００の断面
を示す図である。
【考案を実施するための形態】
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【００１６】
　本考案を実施するための最良の形態について、図１～図５を用いて説明するが、本考案
はかかる実施形態に限定されるものではない。
【実施例】
【００１７】
　次に実施例を説明すると、
　図１（１）に示されるように、本考案の携帯型送風装置１は、吸入口４を有する送風駆
動部２と送風口５を有する送風路３を、送風駆動部２と送風路３とを隙間ｔ３を設けてＰ
０－Ｐ１の位置で結合することにより構成される。
【００１８】
　図２に示されるように、送風駆動部２は、駆動用モーター６と駆動用モーター６の駆動
軸に固定された送風ファン７と電源部８と電源部８から駆動用モーター６に供給する電力
をＯＮ／ＯＦＦするＳＷ９を筐体２－１上に配置して固定することにより構成され、送風
ファン７と電源部８との間に外気を吸入するための吸入口４を電源部８が外側になるよう
送風ファン7が内側になるように設定する。そして吸入口４から吸入した外気ａを送風フ
ァン７から結合位置Ｐ０－Ｐ１まで筐体２－１の一部を送風路として用い方向ｘで送風す
る。
【００１９】
　図示されていないが、電源部８と駆動用モーター６とＳＷ９は導線で結線されており、
ＳＷ９をＯＮにすると電源部８から駆動用モーター６に電力が加えられ、ＳＷ９をＯＦＦ
にすると駆動用モーター６への電力は遮断される。
【００２０】
　送風路３は、図１、図２に示すように送風駆動部２との結合位置Ｐ０－Ｐ１に送風ファ
ンから送風された外気ａを、送風された方向ｘとは反対方向ｙに導く空気の流通路からな
り、この送路３の端部に送風口５を設定する。従って結合位置Ｐ０－Ｐ１を入口として送
風口５までが送風路３となる。　
【００２１】
　携帯型送風装置１は、図１に示すようにＰ０－Ｐ１の位置で送風駆動部２の筐体２－１
の一部と送風路３の入り口をそれぞれ結合し保持することにより一体化するとともに、送
風駆動部２と送風口５側の送風路３との隙間をｔ３、送風路３の厚さをｔ４に設定する。
【００２２】
　図２の点線部に示すようにヘルメット形状は種々あるので対応可能なように隙間t３を
調整可能としておくとよい。                               
【００２３】
　隙間ｔ３は、ヘルメットに装着する際には、図３に示すように例えば使用するヘルメッ
トの外帽厚さｔ０より大きく、送風路３の厚さｔ４はヘルメットの外帽１２と内帽１３の
隙間ｔ１より小さくなるように設定する。
　例えば、汎用のヘルメットをｔ０：略５．０ｍｍ、ｔ１：略１０．０ｍｍとすれば、こ
れに対してｔ３：略７．０ｍｍ、ｔ４：略８.０ｍｍに設定する。
【００２４】
　ヘルメットの外帽１２は外観が帽子形状となっており全体は小型軽量で強固な金属ある
いはプラスチック等から形成されており、ヘルメットの内帽１３は網目状のクッション材
から形成されており頭部１１とヘルメットの外帽１２の間にかかる衝撃を緩和するととも
に空気が循環しやすい構造となっているので、ヘルメットの外帽１２と内帽１３の間に空
気を送風すれば、内帽１３に密着している頭部１１に循環して到達し頭部１１を十分に涼
しくすることが出来る。
【００２５】
　従って、送風駆動部２と送風口５側の送風路３との間に隙間ｔ３を設け、図３に示すよ
うにヘルメットの外帽１２をこの隙間ｔ３に挿入すれば、携帯型送風装置１の送風駆動部
２をヘルメットの外側に、送風口５側の送風路３をヘルメットの内側に装着することが可
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能となる。
【００２６】
電源部８において、電源部８を送風駆動部２の外側に送風ファン7を内側にしてその間
に吸入口４を配置することにより、送風駆動部２の外側の外気と送風駆動部２の内側への
吸入口４からの外気の吸入により電源部８の両側を同時に冷却して、電源部８の温度上昇
を低減することが出来る。
さらに、温度上昇を防ぐために、電源部８周囲の筐体部分に熱伝導の良いアルミニウム
や銅・鉄あるいは合金類の金属を用いればより冷却効果を高めることが出来る。
【００２７】
このように、電源部８に電力供給時に発熱するリチウムイオン電池を使用しても、この
発熱による温度上昇を外気及び外気の吸入による冷却で防ぐことが出来るから、電源部８
に乾電池よりも小型軽量で容量の大きいリチウムイオン電池を用いることにより携帯型送
風装置１全体を小型軽量にすることが出来る。
【００２８】
　本考案に用いる電源部８には、例えば下記に示すような仕様の小型軽量なリチウムイオ
ン電池を用いる。
　　　　電池容量：３．８Ｖ　１８５０ｍＡ　７．１ｗｈ
　　　　寸法　　：３４×４７×１０ｔ
　　　　重さ　　：３２ｇ　
【００２９】
　図４は、本考案の携帯型送風装置１をヘルメットの外帽１２にベルト保持部１０にベル
ト１４を取り付けて装着した実施例を示す。
　このように、ヘルメット外帽１２の周囲にベルト保持部１０の両端に取り付けられたベ
ルト１４を巻きまわして携帯型送風装置１をヘルメットの外側に固定して頭部に被れば、
携帯型送風装置１は安定してずれないのでヘルメットの外側から吸入口４により吸入され
た外気を外帽１２と内帽１３の間に挿入された送風路３の送風口５から頭部１１の内部に
十分送風することが出来る。
【００３０】
　次に、図１、図２を用いて動作を説明する。
　携帯型送風装置１は送風駆動部２のＳＷ９をＯＮにして電源部８から駆動用モーター６
に電力を供給すると駆動用モーター６の駆動軸に装着された送風ファン７が回転して吸入
口４から外気aが吸入され、この吸入された外気aは送風ファン７を経由して送風駆動部
２から結合位置Ｐ０－Ｐ１へ送風方向xで送られ、この結合位置Ｐ０－Ｐ１に送られた外
気aは送風路３を経由して送風路３の送風口５から外部の所定個所に送風方向ｙで送風さ
れる。この送風により外部の所定個所を涼しくすることが出来る。
【００３１】
　このように、携帯型送風装置１は吸入口４から外気ａを吸入して送風口５から外部の所
定個所に送風するので、携帯しながら体の涼しくしたい個所に送風することや、或いは任
意の場所に置いて涼しくすることが必要な個所に送風することが容易に出来る。
【００３２】
　図１(１)に示すように、送風路３の中央部の幅ｔ５に対し送風口５の分割部の幅の合計
はｔ６＋ｔ７でｔ５＞（ｔ６＋ｔ７）となる。このように送風路の幅(面積)に対し送風口
の幅(面積)を狭くすることにより、送風口５から出力される風力を部分的に増加すること
が出来る。すなわち、全体に平均的に送風するよりも複数に分割して部分的に強力に送風
すれば、より涼しく感じることが出来る。
【００３３】
　次に、図３、図４を用いて使用例を説明する。
図３において、ヘルメットの外側に送風駆動部２、内側に送風路３が位置するよう携帯
型送風装置１の隙間ｔ３にヘルメットの外帽１２を挿入し、図４に示すように送風駆動部
２の両側に装着してあるベルト保持部１０にベルト、テープ等を取り付けて送風駆動部２
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をヘルメットの外帽１２の外面に隙間の無いよう密着させて固定したのち、頭部１１にヘ
ルメットを被せてヘルメットの内帽１３に頭部１１を密着させる。そして、送風駆動部２
のＳＷ９をＯＮにして、へルメットの外側からの外気を吸入口４から送風駆動部２に吸入
し、次に送風路３経由で吸入された外気を送風口５からヘルメットの内部に送風して頭部
１１を涼しくする。
【００３４】
　このように、携帯型送風装置１は簡単に安定してヘルメットに装着出来るので動作の激
しい業務にも十分使用できる。
そして携帯型送風装置１を装着したヘルメットを頭部１１に被って送風駆動部２のＳＷ
９をＯＮにすればヘルメット外部の外気を吸入しこの吸入した外気のほとんどを頭部１１
に送風して頭部１１の内部を十分涼しくすることが出来る。
【００３５】
　次に図５を用いて送風の流れを説明する。まず吸入口４から外気aを吸入すると、送風
駆動部２から矢印ｘ方向に吸入された外気aが送風路３に向け送られる。送風路３ではこ
の送られてきた外気aを送風路３が形成する空気の通路を経由して送風口５に導かれ矢印
y方向に送風される。
【００３６】
図５に示すように、吸入口４と送風口５は隔離されており、吸入口４には送風口５から
y方向に送風された風が戻って再吸入されることはほとんどなく有効に外気ａを冷却に用
いることが出来る。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本考案は、小型軽量の携帯型送風装置であり低消費電力で長時間の送風を行うことが出
来る。従ってヘルメットに装着しなくても、携帯しながら体の涼しくしたい個所に送風し
たり、任意の場所に置いて涼しくすることが必要な個所に送風したりすることが出来るか
ら、電力の得られない山や海あるいは災害時の避難場所等での利用が有望で、かつ省エネ
であり環境にやさしい効果がある。
【符号の説明】
【００３８】
１　　　携帯型送風装置
２　　　送風駆動部
２－１　筐体
３　　　送風路
４　　　吸入口
５　　　送風口
６　　　駆動用モーター
７　　　送風ファン
８　　　電源部
９　　　ＳＷ
１０　　ベルト保持部
１１　　頭部
１２　　外帽
１３　　内帽
１４　　ベルト
ｔ０　　外帽厚さ
ｔ１　  外帽と内帽隙間　
ｔ３　　送風駆動部と送風路の隙間
ｔ４　　送風路厚さ
ｔ５　　送風路幅
ｔ６　　送風口幅
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ｔ７　　送風口幅
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【手続補正２】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　ヘルメットの外側に前記送風駆動部、内側に前記送風路が位置するよう前記ヘルメット
の端部を前記送風駆動部と前記送風路との前記隙間に挿入したのち前記ヘルメットの外面
と前記送風駆動部の裏面をベルト、テープで密着させて固定するベルト保持部を前記送風
駆動部の両側に付加したことを特徴とする請求項１に記載された前記携帯型送風装置。
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